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番号 表題 

概要 

１ 電気ブランコ、モーターの原理 立体イメージ 

電流と磁界の分野では立体的イメージでの理解が重要である。立体的な教具を開発し指導の工夫

を行った。 

２ 

２位 

大集合！！弁当パック火山 

生徒用の机１台上に日本の代表的な火山６種類を立体的に再現。弁当パックのふたに等高線を引

き生徒が重ねます。 

３ 天気とその変化 インターネットサイト「Ｗｉｎｄｙ」の活用 

デジタル教材としてＷｉｎｄｙを活用し日本周辺のリアルタイムの風向・風速から、主体的に「風

の吹き方と気圧配置」や「風力と等圧線の関係」の理解に繋げる授業展開等 

４ 化学変化と原子分子 重そうの熱分解の導入 

小麦粉。砂糖、食塩に紫いも粉を混ぜたものを水で溶き焼くと紫色で膨らまないが、重そうを混ぜ

たものを同様にして焼くと泡が出てふくらみ、緑色に焼きあがることから重そうの性質を考える。 

５ 身近にある不思議を解明する教材  

～〇〇からつながるエネルギー領域の学習～ 

映画の数シーンを導入として日常生活で目にしていることの原理や疑問を理解と感動に繋げる教

材 

６ 

３位 

市販のパラソルハンガーを用いた２力・３力のつり合い 

日常の洗濯物干しの経験とパラソルハンガーと電池（ちょうど１Ｎ）を重りとして水平になる条件

を調べる実験と平行四辺形を描いて合力を求めて予想して理解を深める。 

７ 

優勝 

ノートを広げると、考える空間が広がる 

「とび出す！ペーパークラフト」 

ノートに保管できるペーパークラフトの立体的な教材を生徒一人一人作らせ、立体的にものを見

て考える力を養う。今回は２１種類を紹介します。 

８ とろみ剤をもちいた、セパレータのないダニエル電池 

新学習指導要領で取り扱う化学電池がダニエル電池と明記された。通常、ダニエル電池には素焼き

容器や半透膜等、セパレータが必要になるが、電池の構造が複雑になり、電池の製作にも手間がか

かる。そこで、市販品の「とろみ剤」で水溶液をゲル化し、セパレータのないダニエル電池を開発

した。 

９ 不思議なコップと噴水 

生徒が自然の事物・現象についての理解を深めるためのに、科学的に探究するための教材として、

具体的な工作方法などを紹介し、利用していただければと思います。 

１０ イオンカードゲーム 

イオンの名称や価数、イオン結合による物質のつくり等をゲームをとして理解する教材 

１１ 生命（遺伝）ＤＮAの二重らせん構造のモデルを折り紙で！ 

ＤＮA 発見のノーベル賞を受賞した論文はわずか A4 一枚でした。論文を印刷したその大きさの紙

を折り紙として二重らせん構造を立体的に理解し、複製についても表現できる。 


